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語 読み 原形 品詞 活用型 : 活用形
私 わたし 私 普通名詞
は は は 副助詞
今朝 けさ 今朝 時相名詞
ご飯 ごはん ご飯 普通名詞
を を を 格助詞
食べた たべた 食べる 動詞 母音動詞 : タ形
． ． ． 句点
私 は 　　　
 今朝 　　























































































（4）a.　今日は 石窯で○ パンを○ 焼いています。




















このような方法で，ウェブから収集した約 10 億日本語文を用いて，約 4万種類の動詞・形容詞につ
いて格フレームを自動的に構築しました．その一部を表 1に示します．このような知識をコンピュータ
に与えておくことで，それを参照することにより「クロールで /望遠鏡で泳ぐ少女を見た」という文の
修飾関係を正しく解釈することが可能となったのです．
このように「誰が何をどうした」という格フレームはコンピュータに与えるべき常識の第一歩であり，
文の構造の解釈に寄与するという意味でもっとも重要な知識の一つです．今後，コンピュータに与える
ことが必要な知識としては，「酒を飲む→酔う」「レストランに行く→料理を注文する」というような因
果関係や出来事の連鎖の知識，また，「椅子：目的：座る」「自動車：部品：エンジン」「富士山：高さ：
3776 メートル」などの語の特徴や属性に関する知識などがあります．このような知識も大規模テキスト
の中にさまざまな形で記述されていますので，うまく工夫することによって今後徐々に自動獲得され，
コンピュータに与えられていくことでしょう．
なお，ここで紹介したような大規模な計算を行うためには数百～数千台規模の並列コンピュータが必
要となります．電子工学，情報工学の進歩がコンピュータの長足の進歩を支え，それがさらにこのよう
な自然言語処理の研究を支えていることも忘れないで下さい．
表 1　自動獲得した格フレームの例（名詞の後ろの数字は学習テキスト中の頻度）
格 用例（数字は頻度を表す）
焼く（1）
ガ
ヲ
デ
私：18，人：15，職人：10…
パン：2484，肉：1521，ケーキ：1283，…
オーブン：1630，フライパン：1311，…
焼く（2）
ガ
ヲ
ニ
先生：3，政府：3，人：3，…
手：2950
攻撃：18，行動：15，息子：15，…
焼く（3）
ガ
ヲ
ニ
メーカー：1，ディストリビューター：1，…
データ：178，ファイル：107，コピー：9，…
Ｒ：1583，ＣＤ：664，ＣＤＲ：3，…
… … …
泳ぐ（1）
ガ
ヲ
デ
イルカ：142，生：50，魚：28，…
海：1188，水中：281，海中：101，…
クロール：86，平泳ぎ：49，泳法：24，…
… … …
磨く（1）
ガ
ヲ
デ
私：4，男性：4，人：4，おれ：4，…
歯：5959，奥歯：27，前歯：12
ブラシ：38，トイレ：15，塩：13，…
… … …
2011.9
61
5．おわりに
この記事では，言葉がどのようなはたらきや特徴をもっているか，人はどのようにそれを使いこなし
ているのか，コンピュータで言葉を理解するためには何が必要かということを説明してきました．また，
ウェブという超大規模テキストがコンピュータによる知識獲得の対象であり，そこからさまざまな知識
が自動獲得されつつあることをみました．
SFの世界や近未来を描く映画の中では言葉を理解するロボットやソフトウェアがあたりまえのよう
に出てきます．それはそんなに簡単なことではないのですが，もしかしたら本当に近未来にそれに近い
ものが実現するかも知れません．
世界はどんどんグローバル化されていますが，その一方で紛争も絶えません．その根底に人々の間の
相互理解の不足，文化差，そして言葉の壁があります．はじめに書いたように異なる言語間の自動翻訳
（まさにドラえもんの「翻訳こんにゃく」です）は自然言語処理の重要な研究テーマの一つであり，そ
の研究も近年大きく進展しています．すでに特定の旅行シーンでの対話に限った音声での翻訳システム
もではじめていますが，今後のこのようなシステムの発展が地球規模の共生社会の実現に貢献すること
は間違いないでしょう．2022 年サッカーW杯の日本招致のコンセプトビデオ（残念ながら招致は成功
しませんでしたが）では，未来のすばらしい音声翻訳システムが出てきますので是非見てみて下さい
（http://youtu.be/8hZyCiR0QJU）．
この記事を読んでくれた高校生諸君の中から，このような研究に興味を持ち，将来，自然言語処理の
研究開発にたずさわる人が出てきたとすれば，望外の喜びです．
